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Tこと痛感させられたので報告する。 
13. 下志津病院に於ける骨関節結核の統計的観
察
下志津病院整形 O金坂圭章，志村公男
当院に現在入院中の骨関節結核患者， 75人に就て
調査し，統計的観察を加えた。之の内訳は，当院の
特殊収容施設である，ベット学級児 35人， 成人40
人である。発病年令は， 6才より 10才迄， 26才ょ
り40才迄が最高の山を形成して居り，発病より入
院迄の期間は， 3年以内のものが略半数を占めて居
る。
初発症状は患部広痛，腫脹，放散痛が主であり，
変形，麻痔，凄孔形成出現により加療を受けたもの
も相当数認められた。骨関節結核の発生前に発病せ
る他結核性疾患は，肺結核よりの続発 53%，肋膜炎 
よりのものが 23%を示して居る。叉， 外傷との関
係は全体の 43%i 羅患部位別には脊椎ζ認められ，
カリエスが最高で， 四肢関節では股関節が最も多
い。各椎体別に見ると，一般に第4腰椎， 7，8，9，'10 
胸椎i乙擢患率が多く，幼児は成人l乙比し上位の胸椎
の侵されるものが多く，病巣は単発性が多く認めら
れる。本疾患の解決には早期診断と共に強力且つ早
期の化学療法及び手術及び整形外科的治療の向上及
び徹底がのぞまれると思われる。
14. 当院における脊椎手術症例について
蘇我病院木村保之
過去4年聞に於ける当科lと於ける T.A.D.を初
めとしてその他の脊椎手術症 26例応対して主と
して術後効果の面から術前術後症状を比較検討し
た。その結果 T.A.D.における優良症例は 15例，
不可例は 3例であった。次に優良例の年令では若年
者が多く，不可例では高年者が多く，外傷などの誘 
因にも夫々異った所見を得た。叉優良例は術前主訴
は全く消失しているのに不可症例では，術前の症状
k再発，叉は増悪した 1例がある。之は必ずしも手
術のためのみとは思われず検討を要する事である。
叉発病より手術までの期間は早い方がよく，術後職
業復帰の状態ではその職業の如何を間わず優良例
では 4~5 カ月で、あった。術後愁訴としては各例を
通じて前屈時障害切除骨部のシピレが主なもので 
あった。叉優良型はミエロ E型及びE型が多く，不
可例でははっきりした傾向がない。
以上 T.D.A.の外ir.，椎間板ヘルニヤに対する
後方侵入例4例，圧迫骨析脊髄招修例4例iζ対する
手術につき統計的所見を述べた。 
15. 腰椎椎間板へルニヤ症に於ける単純レ線像
の研究
千大整形大崎寿雄
一般腰痛症に於て，腰椎単純レ線により，椎間板
"，: Jレニヤ症の存在を疑い得るか，叉腰痛根症状に対
して腰椎の態度を目的として検索を行った。
症例は総数 172例で， ζれは健康人，一般腰痛
症，椎間板ヘルニヤ症手術例，非手術例，腰椎カリ
エス，変形性脊椎症，脊椎分離症脊椎破裂などであ
り，乙れを年令別，男女別として比較検討した。
検査方法は 1)腰椎椎体自身の変化， 2)椎間板
並びにその上下椎体面の変化， 3)関節線の出現の
3項目とした。
上記検査法により
1) 脊椎の崎形性変化は椎間板へJレニヤ症に於て
は，健康人，一般腰痛症より早期に出現し，叉程度

も高度である。
 
2) 椎間軟骨の変化は， 椎間板ヘルニヤ症に於 

て，特に狭小化は認められないが，種々の変化を呈

してくる。
 
3) 関節線の出現率は，腰痛を伴う場合には低下
を示す。 
4) 腰椎根症状への態度は脱出方向，広痛部並び
に放散痛に比し，著明な変化はみとめられない。 
5) 上記所見より単純レ線像で、相当度の椎間板へ
ルニヤ症脱出部の予測はなし得ると考えられる。
16. 腰部椎間板ヘルニア症の誘発筋電図学的研
究
国立千葉療養所若山 享
整形外科領域に於ける腰痛症に関連した主要な疾
患である腰部椎間板ヘルニアlζ対し，脊髄機能とい
う面から H.M.両波を指標として検討を加えた o
全症例は 41例である。正常同一人に於ては， H.M. 
両波の関値の比は，日差の変動も少なく殆んど一定
した値を示し，椎間板ヘルニア症例に於て，特に坐
骨神経痛等根症状を有するものにその値の上昇を認
め，叉異常筋電図所見即ち Fibrill.V. Frsc. V. 
Grvap. V.等が認められた症例にその値の上昇を
認めた乙とは，両波の関値の比が或る程度根圧迫の
程度と比例するということが出来，治療による臨床
症状の消失乃至改善を見るとともに低下を来すこと
